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This paper presents a conducting body of revolution as a radiation element, located above a circular ground 
plane and called a BOR antenna. Analysis reveals that the BOR antenna operates across a wide frequency band of 
approximately 160% with a VSWR of less than 2. The antenna height is small: less than 0.2 wavelength at the 
lowest operating frequency. The radiation characteristics for the BOR antenna are compared with those for two 
2D radiation elements: a fan-shaped antenna and a triangular monopole antenna, whose antenna height and upper 
edge length are the same as those for the BOR antenna. The BOR has the advantage over these two antennas in 
that it has a wider operating frequency band and an omnidirectional pattern in the azimuth plane that is independent 
of frequency. 


















構成されている. 導体リングは 4 本の導体ピンにより接地
板に接続されている. この構造により, 約 0.07 波長の低姿
勢構造及び約 147%の広帯域特性が実現されている. 
従来, 上記の BOR-SPRアンテナを構成する BOR素子に
ついては, 14.0 GHz 以上の放射特性が不明であった. 本稿
では BOR素子単体の 14.0 GHz以上の周波数帯域における





図 1(a)及び(b)に BOR アンテナの透視図及び側面図をそ
れぞれ示す. BORアンテナを給電するために特性インピー
ダンス50Ωの同軸ケーブルを使用している. 同軸ケーブル
の内部導体を BOR の最下点 Q に接続し, 外部導体を直径
DGP (= 13.7 cm)の接地板に接続している. BOR の上面の直
径を 2XP (= 0.67 cm)としている. 最下点 Qから最上点 P ま
での母線を指数関数によって定義する[6]. アンテナ高をH 
(= 1.0 cm)としている. 
 
図 1 BORアンテナの構造(a) 透視図 (b) 側面図 
 
比較対象とする平面扇形アンテナ(FSA)と三角形モノポ
ールアンテナ(TSA)の構造を図 2 に示す. この二つのアン
テナは BOR アンテナと同じく, 直径 DGP の接地板上に配
置され, 同軸ケーブルで給電されている. このとき, FSA
と TSA それぞれの最下点 QF, QTと最上点 PF, PTの座標は
BOR アンテナに使用しているものと同じである. ここで, 
FSA の QFから PFへの母線を BOR アンテナと同じ指数関
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かる. VSWR = 2以下の周波数帯域幅は約 160%と算出され
る. 比較のために, 図 3(b)及び(c)に FSA と TSA の VSWR
の周波数応答をそれぞれ示す. BOR アンテナに比べ, 低周
波帯において VSWRが劣化していることがわかる. 
 
代表周波数 28.0 GHz における放射パターンの比較を図





VSWR = 2 以下の帯域内において, 利得の最小値は約
3.9 dBi, 最大値は約 6.4 dBiである(5.2 dBi ± 1.2dB). 
 
４． まとめ 
BOR アンテナの広帯域特性を明らかにした. BOR アン
テナは帯域幅 160%を有し, VSWRは 2以下となる. この帯
域内における利得の最大値は約6.4 dBi, 最小値は約3.9 dBi
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図 3 VSWRの周波数応答 (a) BOR アンテナ (b) 





































図 4 放射パターン(a) BORアンテナ(仰角面) 
(b) BORアンテナ(方位面) (c) FSA(方位面) 
(d) TSA(方位面) 
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